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論文内容の要旨
本論文は、大都市圏への移動者たちの生活適応における「同郷性」の意味を考察する。戦前戦後を通じ
て沖縄から本土へ多くの人々が移動しているが、本論文が取り上げる事例は、その沖縄出身者たちが高度
経済成長期に大阪で結成した「がじゅまるの会」という集団であるo この「がじゅまるの会」とそこに集
まる人々の分析を通して、本土移動者たちの都市的再適応における「同郷性」の意味を明らかにすること
が、本論文の目的である。
本論文は、序章と終章を含む7つの章から構成されている。
まず序章では、本論文の目的が述べられる。その当時、本土大都市圏に暮らす沖縄出身の若者たちの問
で離転職、非行、犯罪、さらには自殺などが頻発し、社会問題となっていた。「がじゅまるの会」は、そ
うした問題に取り組むための同郷者親睦団体として、 1975年、大阪で結成された。若い沖縄出身者たちが
自らの苦難を克服する手段として「同郷性」、すなわちゲマインシャフト的第一次集団による相互扶助的
関係を選択しているところに、本論文は着目する。
第一章では、先行する都市社会学的沖縄研究を検討し、「同郷性」概念が沖縄社会を理解するためのもっ
とも重要なキーワードの一つで、あることを確認する。先行研究は、大凡①「都市への既存のネットワーク
の持込みJを強調するものと、②「都市における沖縄的ネットワークの再編成」を強調するものとにわけ
られるが、いずれにせよ沖縄出身都市移動者の生活世界が「ゲマインシャフト的な社会関係Jとして捉え
られていることは間違いない。そして「がじゅまるの会」の活動は、②の側面が強いことを作業仮説的に
想定する。
第二章では、戦後の経済的・社会的動向を検討し、「がじゅまるの会」結成の背景を探る。まず、戦後
から1975年ごろまでの沖縄経済の概況を述べる。戦後沖縄が「基地経済化」したことによる産業構造の大
変動が大量の余剰労働力を生み、それがもはや沖縄域内の労働市場では消化しきれずに、本土送り出しへ
大きな期待がかけられていった。そして、新規学卒就職者の内のかなりの部分が本土へ移動したことを統
計データから明らかにした上で、こうした本土移動者たちをめぐる様々な社会問題の顕在化に注目する。
続く第三章では、別の角度から「がじゅまるの会」成立の諸要因を検討する。すなわち、高度経済成長
期の本土移動者たちの生活史の中に分け入って、かれらにとっての移動の意味を理解する試みである。九
人の本土移動者たちの生活史を分析し、多くの知見を得るが、中でも重要な事実の第一は、大都市移動者
たちが「近代合理的組織に頼らない/頼れない生き方」をしている点である。それとは反対のゲマインシャ
フト的な同郷ネットワークを活用し、あるいは自らの力、能力に侍む「自力主義Jによって、都市的世界
を逗しく生き抜く姿を見て取ることができる。第二に、ほぼ全ての語り手が、本土の大都市で「沖縄的な
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ものJ(風土、文化、人などを含む)の価値を再発見し、望郷の念を強烈に抱いていたことである O
以上から、沖縄人の都市的適応様式において同郷的ネットワークを含む「沖縄的なもの」が強く希求さ
れていたことが仮説的に主張されるのであるが、これこそが「がじゅまるの会」に多くの若者が短期間に
集まり、そして現在に至るまで活発な文化運動を続けている内在的要因であると論じられている。
二章と三章で明らかにされた外在的背景と内在的要因を踏まえた上で、第四章では、初期「がじゅまる
の会」の成立事情と活動状況が分析される。まず、「がじゅまるの会」の前身「沖縄青年友の会」の結成
過程と活動内容を各種の資料を用いて再構成し、両者に通底する文化型としての「二重構造」を発見する。
ここで「二重構造」とは、政治的活動を重視する層と、日常的親睦活動を重視する層とを同時に抱える組
織的特徴のことである。当然、そこには激しい論争や葛藤があったが、最終的に「がじゅまるの会」のリー
ダ一層が選択した路線は、後者の非政治的な「同郷性戦略」であった。そこで次に、この選択の意味が探
られなければならない。
第五章は、初期「がじゅまるの会」に関わった三名のリーダ一層の生活史分析である O 彼らの語りから
は、まず従来型の政治運動(近代合理的かっイデオロギー先行として特徴づけられている)への批判が当
時の一般会員の間で広まっていたことが明らかになる。一般会員は自らの生活に根ざした同郷人の相互扶
助的人間関係を求めていた。それは、「近代合理的組織に頼らない/頼れない生き方」である。そして、
リーダ一層がこのことを深く理解して組織を運営していたことが重要である。ややもすれば政治性が突出
しがちなリーダ一層にも、「がじゅまるの会」はあくまで同郷的結合に基づく親睦団体でなければならな
いとの自制が働いていた。こうした組織戦略、いわゆる「同郷性戦略」が、多数の会員を擁しえた背景に
あると論じられている。
こうして終章では、「がじゅまるの会」の組織原理が、沖縄から大都市経済圏へ吸収された人々が共有
した「沖縄的なものの再発見」と「近代合理的組織に頼らない/頼れない生き方」とを軸とする「再編成
された同郷性」にあったからこそ、会は分裂と消滅の危機を乗り越えて今日に至っている、との結論に達
する。
論文審査結果の要旨
沖縄の近現代史は、ある意味で「移民の歴史Jであった。その置かれている地理的、歴史的、および経
済的条件によって、好むと好まざるとに関わらず、多くの沖縄県民は越境を余儀なくされてきた。「がじゅ
まるの会」もまた、そうした人々が高度経済成長期の大阪で作り上げた社会運動の一つで、ある。本論文は、
この集団を糸口にして、越境する民の異文化適応を考察する社会学的試みである O
「序章 移動する沖縄」で述べられている知上の課題は、ひとり沖縄出身者にとどまらず、ひろくアジ
ア各地からの日本への移動者にも、ある程度まで適用が可能であろう。その意味において、「がじゅまる
の会」という特殊個別な団体を扱う本論文ではあるけれども、普遍的なテーマをその内に蔵しているとい
えよう。
「第一章 沖縄研究における『同郷性』概念」では、先行研究の知見から沖縄社会の基本的な結合原理
として「同郷性J-ゲマインシャフト的第一次集団の相互扶助関係ーを抽出する。そして、都市に見
られる沖縄出身者の「同郷性」には、①既知の同郷者との聞に存する社会関係の「持込みJと、②未知の
岡県出身者と共に新たに作る「再編成」とが区別されるべきであると、論者は主張するO 後者の性格が強
い「がじゅまるの会」を分析する上で、まずは妥当な枠組と言えよう。同郷ネットワークの手段的、運動
戦略的な側面と、自己の歴史性ないし実在の再発見にかかわる表出的な側面という、さらに深い次元の結
合類型論を示唆しつつ、「持込み」と「再編成」という現象面の類型論に止まるのが、本論文の分析枠組
の特徴であるo
?
?
??
続く「第二章本土就職の様態」と「第三章本土移動者たちの生活史」は、本題に入る前のいわば準
備作業であるO まず第二章では、労働力市場が狭陰な沖縄から押し出される形で本土へ出た若者の中には、
劣悪な労働・生活状態に耐えきれずに社会問題を引き起こす者も少なくなし、。本章は、その現実を各種統
計データから浮き上がらせているo iがじゅまるの会」は若者たちの本土不適応を克服するために作られ
た社会運動であるだけに、第二章の準備作業は不可欠であり、その目的は十分に達せられたと評価できる。
この第二章が「がじゅまるの会」を巡る社会・経済状態を押さえているのに対して、第三章では、一転
して沖縄出身者の内面に向かっているo 1970年前後のほぼ同時期に本土移動を経験した9人の生活史に分
け入って、かれらの「生き方Jを探っている。ただし、調査対象者は「がじゅまるの会」のメンバーでは
ない。本土体験をもっ沖縄出身者一般の行動様式を理解するために、沖縄にUターンした人を中心に生活
史を聞いている。論者は何度も沖縄へ足を運び、インタビューを重ねた結果、かれらがみな、本土に渡っ
て初めて「沖縄的なるもの」の価値に目覚めていることを突き止めた。ここで「沖縄的なるもの」とは、
沖縄の自然・風土であり、伝統文化であり、そして「同郷性」である。沖縄出身者一般に広く渉透してい
るこの価値意識が、「がじゅまるの会」の運動を内面から支えていたと論者は考えている。先行研究に照
らしても、妥当な解釈である。
「第四章 初期がじゅまるの会の活動Jでは、「がじゅまるの会Jの成立、展開過程を、政治運動と親
睦的活動のせめぎ合いを軸に跡づけているO そして、会のリーダ一層が最終的に選択した運動路線は、同
郷性に軸足をおく親睦的活動であった。この選択がある種の合理性を有していたことは、本会が今日まで
弛みなく活動を続けていることでも証明されている。その象徴が、本会によって本土で初めて再現され、
以来毎年開催されている伝統舞踊「エイサー」である。なお、本章が用いるデータは、同人誌、ビラ、チ
ラシ、会議録、ポスター、関係者へのインタビューなど多岐に亘り、どれも入手困難で貴重なものが多し、。
生活史のインタビュー資料とともに、これら貴重な社会史の発掘は評価に値しよう。
「第五章 初期がじゅまるの会メンバーの生活史」は、本会の発足に関わった三人のリーダ一層の生活
史である。ここでの狙いは、上述の路線闘争が当事者たちによっていかに意味づけられていたかという点
にあるO 一般会員は政党主導の政治運動よりも、同郷人の相互扶助的人間関係を欲しており、リーダ一層
もまた、一般会員のかかる志向性に対する共感能力を十分に備えていた。路線闘争が親睦的活動へ収束し
た心的相互作用過程が、ここに解明されている。なお、論者が収集した生活史は「がじゅまるの会」に関
わる範囲にほぼ限定されており、対象者の生活構造を多面的に引き出していない点は惜しまれる。とはい
え、それが当面の問題解明を妨げるものではなし、。また、調査対象者が社会運動家であり、どちらかと言
えばラポールの取りにくい相手であった事情も考慮して、生活史の資料的価値は評価されるべきであろう。
こうして本論文は、「がじゅまるの会」における「沖縄的なるものJの解明に成功した。 i終章 都市
と沖縄的同郷性」では、このことの確認とともに、今後は近年のニューカマーとの比較や、他のエスニッ
ク運動との比較などを目指したいと、アクチュアルな問題意識を表明している。なお、論者の社会学徒と
しての現実感覚は、「がじゅまるの会」という本土移動者の再適応に貢献した運動団体を研究対象に選択
した時点で、すでに証明されていることを付言しておく。
このように本論文の学問的貢献は、沖縄社会のゲマインシャフト的結合原理を本土移動者の運動団体に
も見出すことによって、従来の仮説をより普遍性の高いものに押し上げたところにある。また、本土移動
経験者の生活記録を丹念に聞き取るという、きわめて困難な作業を通して、資料価値の高い論文を世にも
たらした。さらには、今日のグローバル化を射程範囲に収めた問題設定は、さらなる研究の発展可能性を
秘めている。今後、生活史法の論拠固めにいっそう努力を傾けつつ、個人の生活と社会運動へ多角的にア
プローチする分析枠組を構築することによって、実証研究がさらに深まっていくことを期待したい。
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値するものと認められる O
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